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⚫ 宇宙機器の更なる低コスト化・高性能化に向けては、車載部品などの地上技術の宇宙転用が鍵。

⚫ 他方、こうした地上技術を多く活用した小型衛星は、打ち上げから軌道運用において半数近くが
故障しているのが実態。

⚫ 宇宙環境を模擬した試験（放射線試験等）は宇宙ビジネスへの参入障壁・ボトルネックとなって
おり、効率的な試験手法・試験基準・試験環境の開発が必要。

宇宙機器の環境試験に関する課題
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小型衛星の開発における環境試験

・ 全開発期間の 1/2
・ 全開発コストの 1/3

小型衛星の故障状況

出典：SEESE

小型衛星・コンポーネント開発の流れ

出典：SEESE



振動試験

© JAXA

音響試験

© JAXA

分離衝撃試験

© JAXA

熱真空試験

©QST

放射線照射試験電磁適合性試験

© JAXA

（参考）環境試験とは

⚫ ロケット打上げ時や軌道上の各種環境である、振動、音響、分離時の衝撃、電磁波、放射線、
熱・真空等を地上で模擬的に再現し、耐久性等を検査するもの。

⚫ 特に放射線試験は試験施設が限られ、かつ非常に専門的な知見が必要。
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特に困難な試験：放射線試験（宇宙と地上の共通課題）

⚫ 宇宙線は半導体の誤動作等（ソフトエラー・ハードエラー）を引き起こす。

⚫ 近年、半導体の高集積化・微細化に伴い、ソフトエラー対策は宇宙分野だけでなく、
通信業界、航空機業界、自動車業界等においても課題となってくる見込み。

出展：NTT技術ジャーナル https://journal.ntt.co.jp/article/17465

地上

宇宙

主な放射線
・陽子
・X線、ガンマ線

影響範囲（少数高額）
ロケット、衛星：
数機/年（数十億円/機）

主な放射線
・中性子

影響範囲（多数少額）
スマホ：１億台/年
自動車：100万台/年

https://journal.ntt.co.jp/article/17465


放射線試験・ソフトエラー対策に関する勉強会

⚫ 宇宙機メーカー、電機メーカ、自動車メーカ、半導体メーカ、通信キャリア、研究機関（JAEA、
JAXA、QST、理化学研究所 等）、大学等、約40の団体から約100名が参加し、令和3年度
に８回開催。令和4年度も継続予定。

⚫ 調査や勉強会により、宇宙・地上に共通する以下のような課題を抽出中。
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部品の評価指標

試験情報の蓄積、共有

部品購入窓口、購入支援

試験場性能、試験治具

ハード

ソフト

データ

部品調達 開発・試験 打ち上げ・運用

I/F

・国内製品の不足
・海外製品採用による納期遅れ

標準・規格

・試験場マシンタイム不足
・設備老朽化
・試験治具をその都度製作

・サプライヤーの
販売チャネルが手薄

・製品スペックが不明瞭

・予約手続きが煩雑
・マシンタイムが不明瞭
・マシンスペックが不明瞭
・配送、オペレータ、機材等
試験サポート体制の不足

・信頼性ある可視化された
部品購入チャネルが不足

・各組織で部品選定に膨大な
時間とコストがかかる

・試験実績/運用実績に
関する情報が不足

・同様の試験を国内全体で
何度も繰り返す

・試験、解析、評価方法が
確立されておらず試験
プロセスに時間がかかる

・何を指標に部品を
購入すべきかわからない

・サプライヤー側にとって
の開発の指標がない

部品コンポ性能

試験場窓口、利用支援

部品情報の蓄積、共有

試験の規格

課題レイヤー
/実装ステップ

出典：SEESE



共通課題の解決の方向性

⚫ 共通課題を解決するためには、放射線試験規格の整備、放射線試験プロセスの効率化、
放射線試験データベースの整備等による、官民によるエコシステム形成が必要。
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USER

FRONT

BACK

規格整備/評価
委員会

試験場 データベース

カタログ/EC

サプライヤ

試験場利用
プラットフォーム

インテグレータ

購入試験

設備運用 審査 データ更新 データ更新

運用

実績

試験

定期更新
データ変換

規格認定
信頼性付与
国際標準化
基盤共通化

出典：SEESE

■放射線試験に係るエコシステムのイメージ



宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（SERVISプロジェクト）

令和４年度予算額 19.3億円（8.4億円）

製造産業局 宇宙産業室

事業の内容

条件（対象者、対象行為、補助率等）

事業イメージ

事業目的・概要

⚫世界的な衛星コンステレーションビジネス（※）の進展により、宇宙産業

のゲームチェンジが起こりつつあります。こうした中、我が国の宇宙活動の

自立性を維持していくためには、民生分野の優れた部品・技術を活用し

て人工衛星等の低コスト化、高性能化、短納期化を実現すると共に、

様々な産業における衛星データの利活用を促進する必要があります。

（※）超小型・小型衛星を多数打ち上げて一体的に運用するビジネスモデル

⚫ このため、①部品開発の参入障壁やコスト源となっている各種試験の効

率的な試験手法・試験環境開発、②部品の宇宙空間での正常な動

作確認のための軌道上実証支援、③民生技術を活用した部品を搭載

した超小型衛星汎用バスの開発・軌道上実証支援、④⑤特定地域を

対象に複数種類の衛星データを調達し、様々な産業・地域の課題解

決に資する衛星データ利用ソリューションの開発支援を行います。

成果目標

⚫民生技術を活用した機器の実用化数５件を目指します。

⚫超小型衛星の汎用バス（100kg級、6U）を開発・実証します。

⚫部品の試験プラットフォームサービスを構築します。

⚫衛星データを活用したソリューション3件の事業化を目指します。

国

交付

民間企業等民間団体等

②、③
（1/2又は2/3）

民間企業等
①、④委託

⑤補助 1/3

民生技術を活用した宇宙機器の試験・開発・実証支援

【部品の試験環境整備】 ＜①(委託)＞

⚫ 低コスト、高性能、短納期な地上の民生技術を活用した宇
宙用部品・コンポーネント（以下、「部品」という。）の実用
化に向けては、宇宙向けの専門的な各種試験（放射線、
熱、電波、振動、衝撃 等）がボトルネック。このため、地上に
おける効率的な試験手法・試験環境を開発します。

【部品の宇宙空間での軌道上実証支援】 ＜②(補助)＞

⚫ 部品の採用に当たっては、商慣行上、宇宙空間での軌道上
実証による信頼性確認が求められます。このため、本事業で
は、国際競争力を持ち得る部品の軌道上実証を支援します。

【超小型衛星の汎用バスの開発・実証支援】＜③(補助)＞

⚫ 民生技術を活用した部品の活用や、量産・コンステレーション
化を見据えた設計・製造・運用技術等により、低価格・高性
能化を実現し、かつ様々なミッションに活用できる、超小型衛
星の汎用バス（100kg級、6U）の開発及び軌道上実証
を支援します。

衛星データ利用環境整備・ソリューション開発支援

【衛星データ利用環境整備】＜④(委託)＞

【衛星データ利用ソリューション開発支援 ＜⑤(補助)＞

⚫ 衛星データを活用した様々な産業の生産性向上にコミットす
る複数の地域において、ソリューション開発に必要な衛星デー
タを課題・テーマを絞り一括調達し(④)、課題・テーマに応じ
たアルゴリズム・ソリューションの開発を政府衛星データプラット
フォーム「Tellus（テルース）」上で行うことを支援します(⑤)。



令和4年度 放射線試験等の試験環境整備事業

⚫ ①放射線試験用の共通評価ボードの設計・開発、②環境試験に係るエコシステムの検討により、
宇宙・地上の両産業の環境試験を促進・円滑化する。

①放射線試験用の共通評価ボードの設計・開発 ②環境試験エコシステムの検討

試験計画・
試験基準の準備

試験設備予約
機材準備

試験実施

解析評価
データ共有

対策への反映

＜共通評価ボード（イメージ）＞

＜共通課題＞
・試験のたびに各社が評価ボードを開発
・各試験施設との調整が困難
・リモートでの試験に対応できない 等

評価
ボード

評価対象部品

放射線照射口

出典：MHI

以下の様々な課題に対応する全体のエコシステムについて検討。

・試験の手法・ノウハウが分からない
・（試験場側）顧客対応が困難
・（試験場側）資産回転率が悪い

・試験設備が全国（産官学）に
散在しており見つからない
・見つかってもアクセス・調整が困難

・民生部品の宇宙転用に係る
試験基準が存在しない

・解析評価手法が分からない
・試験データが共有されない

・試験結果をどのように対策に反映
すればよいかわからない

出典：SEESE、各種ヒアリング 7


